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32 年ぶりに「和久里壬生狂言」との共演が実現。
迫力ある「土

つ ち ぐ も

蜘蛛」の一場面（旭座・5 月 29 日）

プロドラマーの菅
す が ぬ ま

沼孝
こ う ぞ う

三さんがドラム演奏の楽し
さとテクニックを伝授（働く婦人の家・6 月 12 日）

ふくいきらめきフェスティバルで、東京大学教授
の瀬

せ ち や ま

地山角
か く

さんが講演（働く婦人の家・6 月 5 日）

うのせ講・お水送り保存会が、大松
た い ま つ

明などに使う
「柴作り講習会」を初開催（神宮寺・5 月 29 日）

まち歩きイベントに市内外から 490 人が参加。
初めてまちの駅を中心に開催（飛鳥・5 月 22 日）

加斗小「みどりの少年団」の 10 人が、緑の羽根
を手に、街頭募金活動に参加（四谷町・5 月 31 日） 若狭地区歯科医師会主催の「歯のゼミナール」に、

市民約 300 人が参加（健康管理センター・6 月 4 日）

小浜の「鯖、復活」目指し、サバの養殖がスタート。
11 月の刺し身用出荷に期待（田烏・6 月 1 日）

演出家の越
え ち ぜ ん や

前屋俵
ひ ょ う た

太さんが、中名田小学校 6 年生
7 人に特別授業。映像制作学ぶ（下田・6 月 8 日）

京都壬生寺の「壬生大念佛狂言」

手を取っての直伝に緊張

男女共同でよりよい社会へ

「柴作り」の技を受け継ぐ

「旨いもんすごろく」で町並み巡る

大きな声で緑の街頭募金
きれいに磨けた？

交流深めて地域に活力

期待込めサバの稚魚1000匹いけすに

中名田の魅力 映像化へ

Photo フォトニュースNews

県の保幼小連携カリキュラムで、小浜小学生 40 人
と市内保育園児 70 人が交流（中央公園・6 月 1 日）

学びをつなぐ 希望のバトン

地域おこし協力隊の交流会を市内初開催。県内
10 市町から 21 人が参加（食文化館・5 月 27 日）

国体・大会マスコットキャラクター「はぴりゅ
う」が小浜小運動会に参加（駅前町・6 月 11 日）

はぴりゅう・ななちゃん〝大モテ〟


